
【資料1】

【必要な添付書類】

○活動記録等参考となる書類（任意様式）

○収支決算見込書

事業期間

課題・提案等

（活動を通じての課題・提案等を箇条書きで記載）

・自分にしかできない理由や創出する価値まで明確になったところで卒業となり、今後卒業生が先に進むために必要

な相談窓口を紹介できるネットワークが必要である。（花ひらくプロジェクトで構築していく予定）

・なでしこ4期生を実現するために、資金面での協力を得る必要がある。（各種団体、金融機関に提案予定）

・構成機関への報告や協力依頼が十分できず、単独で走ってしまった感がある。

事業費

（うち補助金）
※見込額

（別紙参照）

１．3期生連続講座受講者　22名（20代1名、30代6名、40代8名、50代6名）

★種まきチーム（これから自分のやりたいことを固める）　5名

★つぼみチーム（自分がやろうとしている事業のﾌﾞﾗｯｼｭｱｯﾌﾟ）　17名（途中2名不参加）

2．1期・2期・3期生(合計50名）のその後の検証

・キックオフからプロジェクト修了、またそののちについての「気持ちの変化」と「行動の変化」「環境・状況の変化」を調

査。

・利用して良かったサポート、今後必要なサポートを確認。

・上記の報告書作成。（円卓会議にて別紙報告）

３．なでドリ卒業生の主体的取り組みへの動き

・1・2・3期生合同の交流会を実施したところ、やりたいことを形にしてみる実践の場を持とうと1期生より提案があり、

松山市総合コミュニティーセンターのコミュニティープラザを会場に、6/9にチャレンジショップ開催が決定。ただ実践する

だけではなく、一般客および起業支援を行う機関の方などに、「評価シート」を投票してもらい、今ある課題やこれから

取り組むべきことを知り得て、学ぶ場とする。受講生が主体となり、第1回運営委員会（2/10）開催。参加者決定

後、第2回運営委員会（3/21）にてチラシ作成・広報ほか進めていく。また、協賛企業募集中。

４．経済産業省事業とのつながり、受託（女性起業家等支援ネットワーク構築事業）

・平成28年度より5年間で実施している標題事業において、今年度より弊社が四国代表事務局となる。

・起業ステージ0、1層の掘り起こしとそのサポート、また、支援機関をネットワーク化、支援の質向上を図ることが目

的。四国の取組みを「花ひらくプロジェクト」とし、今年度は4県の情報収集とニーズ調査、講座を実施しての反応の確

認とロールモデル発掘。（http://hanahiraku.net/）

活動成果

（検証結果等）

（今後の方向性等、その他事項を箇条書きで記載）

・やりたいことはあるけれど、それが起業に結びついていない、もしくは情報収集中であるステージ0、1層の女性は多く、

きめ細かな伴走型の支援によって、次のステージへと（2.3.）進んでいることから、なでしこドリーム第4期は、今後も

継続していく必要があると考える。

・（自主的な取り組みとして）第4期の提案検討中。

【中小企業振興円卓会議】

平成29年度専門部会　活動成果報告書

部会名

代表団体名

構成メンバー

女性の起業支援に関する推進・検証等活動

起業までの成長応援　なでしこドリームプロジェクト

なでしこドリームプロジェクト

特定非営利活動法人ワークライフ・コラボ

活動名

部会長・副部会長名 堀田　真奈

1,861,108円

（1,500,000円）

備　　考

平成29年4月1日　～　平成30年3月31日

えひめ産業振興財団、ジョブカフェ愛ワーク、未来jobまつやま、

NPO法人えひめリソースセンター


